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共鳴トンネルダイオード（RTD）発振器は室温でテラヘルツ帯の超高速発振可能な半導体デバ

イスであり、社会実装に適したテラヘルツ波源として注目を浴びている[1]。我々はこれまで注入

同期現象[2,3]を利用し、発振状態の共鳴トンネルダイオードに位相安定なテラヘルツパルスを照

射することで出力電場の波形を時間領域で測定する手法を開発してきた[4]。本発表では発振して

いない RTD にテラヘルツパルスを照射することで RTD の発振を誘起し、またその出力に高調波

成分が含まれることを見出したので報告する。 

我々はテラヘルツ時間領域分光法を用いて RTDの反射測定を行った。RTDのバイアス電圧は発

振状態に移行する閾値電圧より少し低い値に設定した。RTDからの反射テラヘルツ波をバイアス

電圧オンとオフの状態で測定し、その差分から RTDの出力電場を得た［図１(a)］。RTDの発振周

波数である 0.328 THzの振動が観測され、テラヘルツパルス照射により RTDが発振状態に移行し

た事を示している。また、図１(b)のスペクトルが示すように２次および３次高調波成分が含まれ

ている事がわかる。講演ではこれらの起源について議論する。 

 

 

Fig. 1 (a) THz electric field emitted from RTD oscillator after irradiated by injection THz pulse. 

(b) Power spectrum of the waveform shown in (a). 
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